
 

第 17 回姫路大会を開催して 

 

 

 

 

 

 

 

はじめに 

 2018 年 7 月 28 日（土），29 日（日）に，日本ス

トレスマネジメント学会第 17回学術大会・研修会を

世界遺産「姫路城」を眼前にした会場で開催させて

頂きました。 

第 2日の早朝に台風の直撃を受けたにも関わらず，

ここ数年では一番多い 159名の参加者となりました。

皆様の御参加・御協力に対し，心より御礼申し上げ

ます。 

 本大会のテーマは，本学会が取り組んでいる主要

な課題である学校におけるストレスマネジメント教

育を展望し，その発展に向けた内容に焦点化し，『ス

トレスマネジメント教育を展望する －包括的スト

レスマネジメント教育へのシフト－』と設定しまし

た。これに関する議論や研修を深めて頂くことに重

きを置きました。 

 

【第 1日：学術大会】 

記念講演は，今回の名誉大会長である冨永良喜先

生（本学会前理事長，兵庫教育大学名誉教授）によ

る「学校教育におけるストレスマネジメント教育の

展開」についてです。冨永先生は，本学会の第 2代

理事長であり，本学会設立の中心的な立場を担うと

ともに，本学会の発展を牽引して来られました。ま

た，阪神淡路大震災，インド洋大津波（インドネシ

ア･アチェ），四川大震災（中国･四川省），東日本大

震災，熊本地震などの災害後の子どもの心理支援に

取り組んで来られた我が国の被災地支援の第一人者

であります。そうした立場から，我が国おいて展開

されてきたストレスマネジメント教育を総括して頂

きました。 

 

 

 

ポスター発表は，ここ数年では一番多い 29題の発

表がなされました。発表者にとっては研究推進に繋

がる活発な議論や情報の共有が行われた有意義な時

間となりました。 

 

 

大会長 藤原忠雄（兵庫教育大学） 
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シンポジウムのテーマは，大会テーマ「ストレス

マネジメント教育の今後を展望する －包括的スト

レスマネジメント教育へのシフト－」をそのまま設

定しました。特別支援教育の立場から井澤信三先生

（兵庫教育大学），PTG・レジリエンス教育の立場から

近藤卓先生（日本ウェルネススポーツ大学），学校ポ

ジティブ教育の立場から竹中晃二先生（早稲田大学）

に貴重な情報提供及び提言を頂くことができました。

これまで展開されてきた伝統的なストレスマネジメ

ント教育の対象を拡大するための視点や，隣接領域

として展開されている新しい取り組みに関する情報

などが共有されました。今後の我が国におけるスト

レスマネジメント教育の発展の方向性について議論

する必要性の確認とともに，その端緒となるディス

カッションがなされました。参加者の今後の研究活

動や実践活動に期待したいと思います。 

 

 

 

情報交換会は，夕焼けに映える姫路城，日没後は

ライトアップされた姫路城を見ながら行われました。

台風直撃の前夜のため早めのお開きとなりましたが，

参加者には語らい親交を深める場，癒やし合い元気

になれる場になりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

あなたは誰？ 

 

【第２日：研修会】 

 

研修会は，４講座を設定しました。 

台風直撃の影響で早朝から交通機関が一部麻痺し

たため，欠席者・遅刻者が少数出ましたが，無事開

催することができました。 

 

研修会１「心の教育としてのストレスマネジメント

教育」 

（担当：一瀬英史・吉永弥生・倉田知子先生） 

 
 
 
 
 



研修会２「被災地支援におけるストレスマネジメン

ト教育」 

（担当：冨永良喜・永浦拡先生）   

 

研修会３「認知行動療法を中核としたストレスマネ

ジメント教育」 

（担当：嶋田洋徳先生） 

研修会４「リラクセーションを中核としたストレス

マネジメント教育」 

（担当：土居隆子・藤原忠雄先生） 

 

おわりに 

最後に，参加者にとって，貴重な研究推進の場，

研修を深める場，出会い（繋がり）の場になったの

であれば幸いです。この場をお借りして，講演者，

シンポジスト，司会者，研修会講師を務めた下さっ

た先生方に対して，心より御礼を申し上げます。 

スタッフ一同，おもてなしの精神を大切にしてお

迎え致しました。参加者からスタッフへのお褒めの

言葉を多く頂き，大会長として何よりも嬉しい限り

でした。しかし，至らないこともあったかと思いま

す。それらは，全て大会長の責任であり，どうかご

容赦頂きたいと思います。 

 第 18回大会は未定ではありますが，１年後皆様と

お会いできることを楽しみにしています。 

  

                    

 

学会参加者の体験記 

 学会に参加された 2名の先生に研修会の簡単な報告をしてもらいました。大いに勉強になったよう

です。 

 

学会に参加して 

今学会では，教育現場の現状や認知行動療法の

実践方法など，幅広い学びを得ることができまし

た。教職員らの労働環境においては，持ち帰り業

務，残業や休日出勤などによる長時間労働の問題

が指摘される中，それを裏付ける報告や解決に向

けた取組について知ることができました。また，

メンタルヘルスマネジメントの普及啓発につい

ては，東京都ではすでに高校のカリキュラムの中

にストレスマネジメントが組み込まれているこ

とに驚きました。 

 



「心の教育としてのストレスマネジメント教育」に

参加して 

 研修会では，ストレスマネジメント教育(中高生向

け)を実践している先生の発表を聴くだけではなく，

ストレスについてのマインドマップやストレス対処

法の幅を広げるためのワークシート，リラックス法

等についてのストレスマネジメント授業を体験する

ことができ，今後の心理教育に役立てたいと思いま 

した。 

 

 

 この研修会は本大会のテーマでもある「ストレス

マネジメント教育の推進者育成」につながっている

と感じました。学術大会・研修会共に参加して学び

の多い充実した学会を体験できたことに感謝してい

ます。 

 

 

 

大会優秀賞 

受賞された先生方からコメントを頂戴しました。皆さん受賞おめでとうございます！！ 

 

 

 

ストレスマネジメント学会 ポスター発表最優秀賞をいただいて 

ひきこもり親和性・睡眠・抑うつ・インターネット依存の性差・学年差の検討 

瀬川真生（兵庫教育大学大学院学校教育研究科）

 

このたびは，最優秀発表賞をいただき，誠にあ

りがとうございました。 

私は，大阪府で養護教諭をしており，現在は兵

庫教育大学大学院で学んでいます。大学で医療を

学んだ私には医療行為をしてはならない養護教

諭という存在は戸惑いと新発見の連続でした。 

日本にしか存在しない“Yogo Teacher”の特殊

性とその存在の必要性を十分理解しないまま勤

務した中，大学院での学びの中で養護教諭の必要

性を考えることができるのではないかと思い，入

学させていただきました。そして養護教諭とは，

医療行為は不可であっても子どもの心に寄り添

うこと，医療を必要とする子どもの経過観察が可

能である立場であること，学校関係者や地域，関

係機関と協働する一員になることができること

に気づきました。また，保健指導にて多くの子ど

も達に継続して健康に関する知識を与えること

ができる立場にあることも改めて感じています。 

今回発表させていただいた「ひきこもり親和

性・睡眠・抑うつ・インターネット依存の性差・

学年差の検討」については，ひきこもりに親和的

な志向をもつ生徒（ひきこもりに移行しやすい傾

向をもつとされている）が中学校にどの程度存在

するのか，また，ひきこもり親和性・抑うつ・イ

ンターネット依存・睡眠の性差・学年差を明らか

にすることで，中学生の生活習慣やメンタルヘル

スに関する保健指導を行う際に必要な基礎資料

を得ることができました。 

これまでの養護教諭としてあるべき姿の疑問

を解決し，現場で何をすべきかを教えてくれた研

究でもあります。研究で明らかになった結果を基

に，学校現場で指導を行うことは，所属大学のミ

ッションである学校教育に関する理論と実践を

融合した研究（「教育実践学」）を推進することで

もあり，とてもやりがいと幸せを噛み締めていま

す。 

今回の受賞時の喜びを忘れず，今後も現場の保

健指導の在り方を探求して参りたいと思います。

また，今回の研究に際して丁寧なご指導を頂いた

藤原忠雄先生，様々な建設的意見を頂いた藤原ゼ

ミの仲間，多忙期である年度末に快く調査協力を

頂いた調査校の校長先生，担任の先生方，回答し

てくれた生徒達に感謝申し上げます。



 

 

第 17 回大会発表奨励賞を受賞して 

田中佑樹（早稲田大学大学院人間科学研究科 

 

このたびは，日本ストレスマネジメント学会第 17

回大会におきまして発表奨励賞を受賞させてい

ただき，誠にありがとうございました。 

 発表させていただきました演題は，「価値の明

確化の操作を取り入れたストレスマネジメント

教育が労働者の職務パフォーマンスに及ぼす影

響」（共著：加藤あい子・嶋田洋徳）と題した研

究です。具体的には，労働者に対するストレスマ

ネジメント教育において，個人が人生において大

切にしたいことを明確にする「価値の明確化」を

促すことによって，ストレス反応の軽減に寄与し，

結果的に職務パフォーマンスが向上することが

示唆されました。 

 本研究の実施に際しては，指導教員の嶋田洋徳

教授の指導の下，共同研究者の加藤あい子さんと

共に，研究計画や実際の研修内容の検討を重ねな

がら取り組んで参りましたので，研究に対してこ

のような評価をいただけましたことを大変うれ

しく思います。このたびの受賞を契機として，

日々の研究や臨床実践，そして当学会の事務局運

営にさらに邁進して参りたいと存じます。 

 最後になりましたが，第 17回大会の開催に多

大なるご尽力をいただきました大会長の藤原忠

雄先生，大会事務局のみなさまに深く感謝申し上

げます。

 

 

ポスター奨励賞を受賞して 

豊田幸恵（別府大学大学院文学研究科臨床心理学専攻）

今回，私の発表が認められ，奨励賞を頂いたこ

とに驚きと喜びを感じていますが，時間の経過と

ともに受賞したことへの責任の重さも感じてい

ます。 

発表内容は「アロマテラピーによる心理生理学

的変化の検証ーストレスマネジメント研究から

のアプローチー」と題して，アロマテラピーによ

るストレス緩和効果を検証し，結論として，スト

レスを感じた直後にアロマテラピーを実施する

よりも，普段から好みのアロマオイルをを嗅ぐこ

とがストレス緩和効果に繋がる可能性を示唆し

ました。ここに至るまで試行錯誤を繰り返し，途

中で心が折れそうになることもありましたが，矢

島先生（別府大学文学部人間関係学科）のご指導

のお陰で一つの結論に辿り着くことができまし

た。しかし，研究はここで終わりではなく，まだ

始まったばかりだと思っています。研究をしてい

ると新たな問題点や疑問点が湧いてきます。今後

も自分の中に生じてくる問題点や疑問点と向き

合い，臨床に寄与できるように研鑽を積んでいき

たいと思います。 

最後に，「第 17 回ストレスマネジメント学会」

を開催してくださった皆様に心より感謝申し上

げます。

 

 

 

 

 

 



優秀論文賞の紹介 

ストレスマネジメント学会は，2017年度からストレスマネジメント研究の中から優秀な論文に賞を

授与することになりました。本年度は，第 2回目になります。日本ストレスマネジメント学会優秀論

文賞規約に基づいて，優秀論文賞選考委員会（委員長：岡村尚昌，副委員長：田山淳）を経て,以下

の 2題が選考され，賞状が授与されました。受賞者された先生方にそれぞれご寄稿いただきました。 

 

日本ストレスマネジメント学会第 2 回最優秀論文賞・山中寛賞を受賞して 

尾棹万純（早稲田大学大学院 人間科学研究科）  

 

 このたびは，日本ストレスマネジメント学会第

二回最優秀論文賞（山中寛賞）を受賞させていた

だき，誠にありがとうございます。ご審査いただ

きました関係の先生方に，厚く御礼申し上げます。

私自身，このような賞を受賞させていただくのは

初めてのことで，驚きと喜びでいっぱいです。今

回発表させていただいたのは，「中学生における

共感性および同調性が攻撃行動に及ぼす影響」

（共著：野中俊介・森田典子・嶋田洋徳）という

タイトルで，本研究は，中学生における攻撃行動

が，単に共感性の低さだけでなく，周囲の環境か

らも影響を受けて起こっているのではないか，と

いうことを明らかにすることを目的としたもの

です。今回の受賞は，日頃からご指導いただいて

いる嶋田教授や先輩方をはじめ，共に研究に取り

組んでいる研究室の皆様のご助力によるもので

あると強く感じております。 

 私は，児童生徒の適応に関して興味を持ってお

り，学部学生の頃から，認知行動療法について，

基礎的な部分から勉強してきました。この研究は，

学部学生の頃から取り組んでいた研究でした。ま

だまだ知識も経験も乏しい中で，特に中学生とい

う年代において「適応する」というのはどういう

ことなのか，攻撃行動はなぜ起こってしまうのか

と考え，たくさん回り道をしながら，なんとか形

にすることができました。また，本研究の主旨を

ご理解いただき，快く本研究にご協力いただきま

した研究協力者の先生方，保護者の皆様，生徒の

皆様に対しましても，感謝の気持ちでいっぱいで

す。 

 現在は，学校現場をはじめ，さまざまな領域で

臨床心理士として活動させていただいておりま

すが，現場で役に立つストレスマネジメントがで

きるよう，日々悩みながらも，充実した毎日を過

ごしております。まだまだ未熟ではありますが，

研究に臨床に，引き続き精進していきたいと思い

ます。今後は，このたびの受賞を機に，より一層

気を引き締めて活動をしていきたいと考えてお

ります。誠にありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

第二回奨励研究賞賞（嶋田洋徳賞）を受賞して

坂内くらら（立教大学大学院コミュニティ福祉学科） 

 

 

この度は，日本ストレスマネジメント学会第二回

奨励研究賞（嶋田洋徳賞）にご選出頂き，大変うれ

しく思います。論文投稿に際して，丁寧な査読をし

てくださいました先生方，親身にご対応くださいま

した編集委員の先生，ならびにこの度，審査をして

くださった先生方に，著者を代表して，厚くお礼申

し上げます。 

受賞論文となりました「プロのピアノ奏者におけ

る演奏不安の発現の包括的構造に関する質的研究－

心理・身体・ 環境要因とパフォーマンスの経時的変

化に注目して－ ストレスマネジメント研究, 

13(2), 64-84.」は，立教大学コミュニティ福祉学部

の大石和男先生，現・立教大学現代心理学部の嘉瀬

貴祥先生，立教大学大学院コミュニティ福祉学研究

科の木村駿介さんとともに行った研究です。 

国内外の先行研究において，多くの演奏家が「演

奏不安」に悩まされていることが報告されています。

これまでに，演奏不安の構成要因はいくつか明らか

となっているものの，それらがどのような経時的変

化を経て発生し強化されるかについては報告されて

いませんでした。そこで本研究においては，演奏不

安の構成要因と演奏不安に関連する要因の抽出およ

び要因間の関連を明らかにすることを目的に，プロ

のピアノ奏者を対象にインタビュー調査を行いまし

た。得られたデータから，経時的変化を考慮したう

えで，要因間の関連を検討した結果，演奏不安は，

「本番前」，「本番中」，「本番後」の 3ステージに分類

されることが示されました。本研究の結果から，練

習から本番中にかけて様々な種類の不安や身体的不

調が生じた後，本番中のパフォーマンスが低下し，

本番後には演奏の失敗の反すうが引き起こされるこ

とが示唆されました。 

今後は，どの時点にどのようなアプローチをする

ことが有効なのか，また，演奏不安とパフォーマン

スの関連などについて調査を行い，演奏者のストレ

スマネジメントやパフォーマンスの向上に少しでも

寄与できるような成果を公表していきたいと考えて

おります。 

最後になりますが，本研究に協力してくださった

調査協力者の皆様，日頃の研究活動を支えてくださ

っている大石研究室のメンバー，立教大学教職員の

皆様，友人，家族に深く感謝いたします。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                  姫路城が素敵な会場でした 



リレーコラム 

会員の皆さんにリレー形式で自由にコラムを書いて頂く企画です。特にテーマは決めず，担当者におま

かせして取り上げてもらいます。第 3回目は，橋本先生に担当してもらいました。 

 

日本ストレスマネジメント学会理事   橋本 賴仁 

 

今年は私にとっていろんな事が節目になる年です。 

今の非常勤も今年度で終わりになります。 

 

60才にしてチャレンジ 

昨年と今年は山の中を 24km走る「みかた残酷マラソ

ン」を自ら走ることになりました。その節目となる

のが今年でした。 

20 年以上前から交流のあった脳性麻痺の障害を持

った Iさんに取っては，今年が丁度そのマラソン参

加が 15年目で，参加すると記念植樹をしてもらえる

はずでした。私は，5年前，教員を退職した年から，

彼のサポートを始めました。ただ，彼の走りに合わ

せてゆっくり歩いてのサポートですんでいました。 

ところが，昨年の 1月に彼が突然亡くなったため，

ずっと彼をサポートしてきた Oさんと何とか意志を

受けて，彼の 15回まで走ろうと言うことになりまし

た。 

昨年の 3月頃から自宅近くの山で少しずつトレーニ

ングすることにしました。まだ，肌寒い時から休み

になると山へ出かけました。往復 6.5km標高差 250m

程の山です。初めは，歩いていましたが，軽いラン

ニングも入れて，2 時間かかっていたところを 1 時

間 20分近くまで縮めました。 

昨年の残酷マラソンは，初めて自分だけで 24km走り

ました。11kmほど行ったところが山の頂上なのです

が，そこまで行くとほっとして，もうやめようかと

思ったりもしましたが，I さんの事を考えて行ける

ところまで行こうと走り出しました。ゴール近くで

膝が痛くななったので，やっとの思いでゴールする

ことができました。制限時間 4時間のところ，タイ

ムは，3時間 57分でした。 

今年もマラソンに参加するため昨年から練習をして

きました。それで，昨年よりは楽に走れると思って

いたのですが，ゴールの 4kmくらい前から膝が痛く

なり，足を引きずりながら走る羽目になってしまい

ました。しかし，かろうじて 4時間内にゴールする

ことができました。タイムは昨年とほぼ同じでした。 

何故こんなにしんどくてつらいマラソンをしような

どと思ったのか不思議に思われるかもしれません。

たぶん自分のためだけでは，参加は無かったと思い

ます。I さんや彼をずっとサポートしていた O さん

の存在が有ればこそでした。 

 

 

兵庫県美方郡香美町の吉滝キャンプ場（山の頂上） 

 

 

山歩きの目的地，国見山(300m)から京都方面。 

晴れると京都タワーも見える。 



ストレスマネジメント 

話をストレスマネジメント学会に移します。 

ストレスマネジメントと出会ったのは，この学会が

始まる 1 年前 2001 年のことでした。30 年以上前の

私の新任の頃からお世話になっている松木先生から，

新しい研究会を立ち上げるので是非と言うことで京

都へ出かけました。 

「ストレスマネジメント教育研究会」の立ち上げで，

軽くお手伝い気分での参加でした。大会と例会を入

れて年 4回も研究会を開催していきました。当時ま

だストレスマネジメントという言葉も耳新しく毎回

100 人前後の参加者が集まり，熱心に研修＆研究会

を持つことができていました。 

そんな活動的な中，「教師とスクールカウンセラーで

つくるストレスマネジメント教育」と言う本まで，

みんなで作ってしまいました。 

ストレスマネジメント学会が立ち上がったのは，京

都で「ストレスマネジメント教育研究会」を立ち上

げた翌年の 2002年でした。 

「ストレスマネジメント教育研究会」や「ストレスマ

ネジメント学会」を始めた当初は，学校現場には，

学級の荒れや切れる子どもなどの指導に個別の指導

が普通でした。そこに，集団を対象としたストレス

マネジメント教育の考えや実践が提案され，その効

果も実証されていきました。 

学校現場の心のケアに関わっている SC（スクールカ

ウンセラー）の多くの人が，この研究会をきっかけ

にストレスマネジメント教育に関わって行ったと思

っています。今はたくさんの SCや教員がストレスマ

ネジメントやストレスマネジメント教育について，

一定の理解をしていたり実際に指導できるようにな

ったりしているのは，ストレスマネジメント教育研

究会やストレスマネジメント学会の影響が大きいと

思っています。 

現在は，様々な本を始め公的機関の研修にもストレ

スマネジメントの言葉や考え方が取り入れられるよ

うになっています。 

今，心の問題が個人的カウンセリングから，集団を

対象とした教育の中で実践されることが必要になっ

ています。また，いじめや不登校を始め災害時など

のトラウマストレスなどに対する予防教育もストレ

スマネジメント教育の実践がされるようになってき

ました。教育とっては，欠かせない取り組みになっ

ています。 

 

ストレスマネジメント学会も 17年目 

このストレスマネジメント学会にも 17 年関わり続

けたのも誰かの役に立てばと思っていましたが，今

では，一番恩恵を受けているのが自分かも?と思って

います。 

初代理事長は鹿児島大学の山中先生で，9 年間も長

い間，学会を牽引してきました。その功績はとても

大きかったので，論文集の中から，山中賞が設けら

れています。その後が冨永先生で 6年間，この間，

私は，事務局としてお手伝いしてきました。 

何と言っても，この学会は，ほとんどの大会が 7月

の最終の土日だったため，現場の教員だった私にと

っても，参加しやすい日程でした。大会を口実にそ

の地域の観光もたくさんすることができました。 

初めは，好奇心から始まった学会や研究会の参加は，

自分のためだけでは続かなかったと思っています。

誰かと一緒だったり，一年に一度だけれど出会えた

人と話ができたりする中で，何となく自分の自己肯

定感が増している気がします。事務局を引き受ける

というのは，結構大変な作業も有るのですが，それ

も人のつながりを強めたり，自分の中の達成感のよ

うなものが生まれるのを楽しんでいたりしていた気

がします。 

 

 
 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

編集後記 

JAL2099 便の避雷体験〜ストマネ教育に活かす〜 山田冨美雄 

 

 今年は災害の当たり年。大阪北部震災，西日本豪雨，台風の多発。被災体験からストマネ教育に

活かしたいと私はおもいます。 

 6 月 8 日の夕方，沖縄への出張からの帰路，修学旅行の団体便に乗り合わせました。高度を下げ

着陸準備かと思ったとき「伊丹空港周辺は雷雨のため着陸待ちをする」との機内アナウンス。その

後何度か大きく機体が揺れ，窓の外に眩しい光，雷鳴と衝撃，急降下，そして機内照明が消えまし

た。機体に避雷したとの CAのアナウンスに，中学生は驚き，悲鳴をあげました。墜落も覚悟に入れ

て，手帳にメモを残そうとした時，隣席の男性に声をかけられました。「機体への避雷はよくあるこ

とで，心配いりません」。スマホアプリで雷雲の様子を見せながら解説をしてくれたのです。航空会

社に勤める彼の言う通り，30分遅延の後，無事伊丹空港の滑走路に着陸。その瞬間，機内は歓声と

拍手に包まれました。「子どもたちにとって，よい経験になることを祈ります」と隣席の男性と握手

をして別れました。 

 不安や恐怖などの感情（=ストレス）は，正確な情報と，冷静な判断，そして落ち着くための技術

でコントロール（ストレスマネジメント）できます。子どもたちはこの体験を，学校に帰って話し

合い，生きたストマネ教育に仕立てて欲しいと思った次第です。 

ショートコラム：新しい国家資格，公認心理師について vol.2 

公認心理師法が成立して，心理学におけるはじめての国家資格が誕生しました。このコラムでは，公

認心理師に関するあれこれを紹介したいと思います。今回は実習について簡単に紹介します。 

学部は，「心理実習」という単位が置かれ，時間数も 80時間以上と決められています。実習内容は，

知識及び技能の基本的な水準の修得を目的とし，①心理に関する支援を要する者へのチームアプローチ

②多職種連携及び地域連携について，保健医療，福祉， 教育，司法・犯罪，産業・労働等の分野の施

設において見学等による実習を行うことと定められています。多くの大学では，3，4年次生に実施して

いるようです（２年後からはじまる？）。実習先は，保健医療分野（精神科，小児科など）が必須とさ

れ，福祉分野（児童養護施設，保育所など），教育分野（スクールカウンセラーなど），司法・犯罪分野

（少年刑務所，家庭裁判所など）及び産業・労働分野（一般企業）へも便宜行うこととなっています。 

大学院では，「心理実践実習」という単位が置かれ，時間数も 450時間以上（そのうち担当ケース 270

時間以上）と決められています。実習内容としては，知識及び技能の基本的な水準の修得を目的とし，

①心理に関する支援を要する者等に関するコミュニケーション，心理検査，心理面接，地域支援等の知

識及び技能の修得，②心理に関する支援を要する者等の理解とニーズの把握及び支援計画の作成，③心

理に関する支援を要する者へのチームアプローチ④ 多職種連携及び地域連携について実習を行うこと

と定められています。そのため，担当ケース（個別支援や集団支援など）の時間数も設定されています。 

 実習担当者の条件も決められており，当分の間は，大学において，心理分野の教育に係る実習又は演

習の教授に関し３年以上の経験を有することとなっています。実習先の実習指導者は，５年以上の勤務

経験が必要とされています。今後は，実習担当者向けの講習会など開催される予定です。 


